
新居への引越し時にそろえた 

家具や家電が１５０万円。 

家族４人の身の回り品もあるから、 

家財の火災保険の保険金額は 

３００万円 にするつもり。 

…ばっちりでしょ？ 

家財の保険金額、本当にそれで大丈夫ですか？ 

家財は意外と大きな財産です！！ 
家具や衣類、家電はもちろん、寝具、時計やバッグ、調理器具、

ゴルフ道具、アクセサリー等も家財です。 
家財は徐々に増えていき、思った以上に大きな財産となっています。 

「うちの家財はいくらになるのかな…？」具体例を裏面でご説明します！！ 

万が一の際、一度に買い揃えることを考えると、 
家財の適切な保険金額はいくらになるでしょうか？？ 



●ご相談・お申込先（取扱代理店） 

本店 〒101-8011 東京都千代田区神田駿河台3-9 三井住友海上 駿河台ビル 
(お客さまデスク)0120-632-277（無料） 
東京都千代田区神田駿河台3-11-1三井住友海上 駿河台新館 
電話受付時間 平日9:00～20:00 土日・祝日9:00～17:00 
（年末・年始は休業させていただきます） 
※2020年10月より平日の受付時間は9:00～19:00に変更となります。 
https://www.ms-ins.com 

※このチラシに記載されている再調達価額の例は目安です。実態にあわせて保険金額をご検討ください。 
※このチラシはＧＫ すまいの保険（すまいの火災保険）、リビングＦＩＴ（賃貸住宅居住者総合保険）、地震保険の特徴を説明したものです。詳細はパンフレット等をご覧ください。 
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地震保険で支払われた保険金は…1,000万円 

地震保険で支払われた保険金は…1,150万円 

地震保険で支払われた保険金は…1,600万円 

地
震
で
建
物
、
家
財
と
も
に
全
損…

 

Ａさん 
火災保険も地震保険も 
建物契約だけで 
よいです。 

Ｂさん 
家財の保険金額は 
300万円くらいで 
いいや。 

Ｃさん 
家財の保険金額も 
再調達価額で設定！ 

＜例＞ 建物（再調達価額2,000万円）、家財（再調達価額1,200万円）を保険の対象とした火災保険、地震保険を契約する場合 

罹災後の様々な出費（修理費、一時避難の生活費、仮すまいの家賃、家財一式の買い直し、住宅ローンの返済等）に備え、

いざという時の大切な生活再建資金となる地震保険を適切な保険金額でセットしておきましょう。 

父 
352万円 

衣類 (例)スーツ、普段着 137万円 

身の回り品 (例)ﾊﾞｯｸﾞ、腕時計 150万円 

趣味、娯楽用品 (例)ゴルフ用品  65万円 

衣類 (例)おしゃれ着・呉服 190万円 

身の回り品 (例)ﾊﾞｯｸﾞ、ｱｸｾｻﾘｰ 180万円 

趣味、娯楽用品 (例)テニス用品  68万円 

衣類、身の回り品 
(例)制服、運動着、カバン 

87万円 

学用品 (例)教科書、文具 23万円 

玩具類 (例)ｹﾞｰﾑ機、雛人形 30万円 

再調達価額の例② 4人家族（世帯主40才） 

母 
438万円 

子ども2人 
140万円 

再調達価額の例① 未婚の30歳前後の男性 

衣類、身の回り品 (例)スーツ、靴  50万円 

趣味、娯楽用品 (例)自転車、園芸用品  40万円 

その他の家財一式 170万円 

＜再調達価額とは＞ 
損害が発生した時の発生した場所における保険の対象と同一の 
構造、質、用途、規模、型、能力のものを再築または再取得する
のに必要な金額をいいます。 

↓ 
昔購入したスーツやバッグ等について、同じもの（または同等
のもの）を新品で購入することを想像してみてください。 

衣類や身の回り品だけでも思った以上に高額になるものです。 合計 約 260万円 

  保険金額 

  火災保険 地震保険 

建物 2,000万円 1,000万円 

家財 セット無し セット無し 

  保険金額 

  火災保険 地震保険 

建物 2,000万円 1,000万円 

家財 300万円 150万円 

  保険金額 

  火災保険 地震保険 

建物 2,000万円 1,000万円 

家財 1200万円 600万円 

■標準世帯における家財の評価額（再調達価額）の目安（2019年10月時点） 

（注1）夫婦以外に、18才以上の方が1人の場合 （注2）夫婦以外に、18才以上の方が1人と18才未満の子どもが1人の場合 

合計 約 1,400万円 

独身世帯（未婚）(注３) 

260万円 

 ※1個または1組の再調達価額が30万円を超える貴金属・宝石、美術品等は含まれておりません。 

（注3）30歳前後の男性の例。 
    女性の場合は衣類・身の回り品等が多いため 
    1.2～1.5倍を目安とすることも可能です。 

      家族構成 
 世帯主の年令 

夫婦のみ 
夫婦 

＋子ども(18才未満)１人 
夫婦 

＋子ども(18才未満)２人 

27才以下  550万円  640万円  730万円 

28才～32才  710万円  800万円  890万円 

33才～37才  990万円 1,080万円 1,170万円 

38才～42才 1,220万円 1,310万円 1,400万円 

43才～47才 1,400万円 1,490万円 1,580万円 

48才以上 1,480万円    1,610万円（注１）    1,700万円（注２） 

家族共通の 
家財 

・家具  140万円  ・家電製品 200万円 
・寝具類 70万円  ・その他   60万円 
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